
  2022.10.27 

2022 年度 第８回理事会（オンライン）報告 

 

☆日時 2022 年 10 月 12 日（水）19：30～  

☆場所 各自自宅（一部労山事務所） 

☆参加者 事務所 3名、オンライン 8名、欠席連絡 2名の計 11 名参加で理事会成立 

 

【全体案件】 

 

① 報告案件 

・北信越ブロック交流登山 

日時：10/1（土）～2（日） 

交流会：白馬村「グリーンスポーツの森キャンプ場」 

    交流登山：唐松岳、八方池、大町人口岩場 

    ⇒各会からの参加者なし 

 

② 今後の予定 

・労山カレンダーの件（詳細は P4 参照） 

⇒来月理事会までに各会でとりまとめ。一部 700 円、希望者は県連理事へ申し込み願います 

 

【組織活動統括部】 

① 報告案件 

・秋のクリーンハイク 

 10/2 でんでん虫（奥高尾山⇒順尾山へ変更） 

 参加者：6名 会員 5 人、一般 1名（知人） 

     河内谷林道からの予定だったが、林道土砂崩れのため順尾山林道から 

 所感他：ゴミはまったくなく、多少やぶの所は刈り込んだ。 

 

 ・10/10 倉ヶ岳 めっこ 

  参加者：4 名 

  所感：ゴミはほとんどなく、乾電池とほか 4㎏程度。 

 

② 今後の予定 

・会間交流山行 

(1)労山まつり 主幹：めっこ 

  前回理事会で 12 月頃を目途に、労山の歴史を振り返る写真展を実施 

  【日程と会場】 

  ⇒次回理事会までに会場を予約して実施可否と日程を連絡します 

 

 (2)10/22 福地山 主幹：ハイキングクラブ 

  ⇒チラシ配布済、10/15 申し込み〆済 

   

(3)11/23 小松の兜山（標識設置、クマにかじられたため再設置） 主幹：チャムラン 

⇒チラシ、周知は遅くとも 2週間前までにお願いします 

 

・秋のクリーンハイク 

 (2)10/16 ブルーベル 人数が多く 3コースに分かれる 

  ・動山、奥城山、鈴が岳 最後に合流して豚汁の予定 

 (3)10/16 チャムラン 松尾山～オンソリ山周回（登山道整備を兼ねる） 

  

 

  



③ HP 更新の件 

 ⇒更新状況の確認 

  更新なし、ステップアップ講習会、クリーンハイク、会間交流の写真ある方は 

  写真数枚と簡単な文章を各会理事へお気軽に連絡下さい 

 

④ チラシ配布の件 

・前回理事会で来年度よりチラシは年 1回、5 月配布に方針変更 

・今年度の組織統括でゲラまで作成、次年度組織統括へ引き継ぎ、5 月配布 

⇒1月から日程を抜いたレイアウトまで作成を開始します 

 

⑤ 会員数報告の件 

・11 月末の会員数を全国連へ⇒杉本副会長から詳細依頼メールがありますので、各会で取り  

まとめお願いします 

 

 

 

 

 

【教育遭対統括部】 

 

① 報告案件 

・ステップアップ講習会 

 開催日：10/1（土） 

場所：国立登山研修所 

参加者：9名会員のみ、講師とスタッフ 6名 

所感他：好天の中、午前は屋内でロープワーク、ギアの使い方 

    午後はトップロープクライミング 

    時間が短かったが、久しぶりに外の講習もできてよかった。 

 

② 今後の予定 

・積雪期救助訓練 

 1 月～2月で計画 

 

 

 

③ 総会での質問、要望事項に関して（各会事故事例の共有） 

・事故、ヒヤリハットの報告 

（1） ブルーベル 沢登りの下山中に溺れ、一時意識を失う 

心肺蘇生で意識回復、ヘリで搬送（詳細は P5） 

     ⇒応急処置の重要性を感じる案件が多く、来年度に講習実施も検討します 

 

【委員会】 

 

① 北陸雪崩講習会 

 前回理事会から進捗なし 

 ⇒机上：12/11（日） 

  実技：1/22（日） 

  概要、申し込みの案内は 11 月頃にします（WEB 申し込の開始案内がある） 

 

② チブリ活動 ※活動に重複が多いので分け方は今後検討します 

・報告事項 

 市ノ瀬別山道維持管理（石川県から委託）関係 

 9/23（金）台風通過後の点検、下草刈込、参加は北市のみ 

 9/24（日）台風通過後の三ノ峰点検、参加者は協力者 1 名のみ 

  



   ・今後の予定 

    10/15(土)～16（日）チブリ・三ノ峰撤収 

    12/10(土)登山道ミーティング 今年度の活動報告、来年度の計画、勉強会、懇親会 

    ※11/12 から日程変更しました。詳細は P6 参照下さい 

 

 

 

【その他】 

 

① 事務所清掃当番 

・10 月：チャムラン 

・11 月：めっこ 

より 

② 各会からイベントの案内、報告 

ハイキングクラブ  

40 周年記念の寄稿をまとめた電子版の冊子、記念品（10 種類から選択）、OB を呼んでの講

演会を実施しました（全員集会で実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 



石川県勤労者山岳連盟 事故報告書 

 
この報告書は、石川県勤労者山岳連盟の中で発生した事故について共有する事を目的とします。 
事故原因の究明や事故対策については、各会で実施して下さい。 
ただし石川県連の協力が必要な時には、協力いたします。 
 

発生日

時 
2022 年 8 月 28 日 16 時     分頃  報告日 2022 年  10 月    3 日 

発生場

所 

淀川（琵琶湖）水系愛知川支流 神崎川 

 
 

山岳会 小松ブルーベル山の会 

報告者 E 

天候 晴れ    

パーティー リーダー：Y（小松ブルーベル山の会 OB）、サブリーダー：N、Y、M1、M2、E 

事故状

況 
及び 

ケガ状

況 

事故の状況： 

赤坂谷遡行、ツメカリ谷下降の沢登り。ライフジャケットは全員装着。 

神崎川本流を下降中、長さ 25ｍほどの川の水が深くて流れが静かな所を泳いでいる

途中で事故者が足に痙攣をおこす。なんとか向こう岸の砂場に足をかけるが、砂地

に足が届いても砂が崩れて登れない。このときライフジャケットが持ち上がり、口

と鼻が水面より下がる。もがいているうちに溺れて意識を失う。最後尾を歩いてい

た者が事故に気づき、先行者を呼び寄せる。事故者は心肺停止状態。心臓マッサー

ジ・人工呼吸で蘇生する。 

 

傷病状況： 

誤嚥（ごえん）性肺炎（人工呼吸時の異物混入と思われる） 

事故原

因 

・事故者の体力不足。山行に見合った身体能力が無かったこと。 
・事故者以外の者は「ライフジャケットをつけていれば溺れることはない」と思って

いたので、事故者の体力不足は認識していたが、事故発生時は目を離していたこ

と。 
 

事故再

発 
防止 

・体力に見合った山行をする。リーダーは山行前に、参加者の体力・技量に問題が

無いかよく確認する。 
・「ライフジャケットを着けていても溺れることはある」ことを知っておく。 
・危険があるところでは、お互い目の届く範囲から離れないようにする。 

全 国 連

盟 

事故一報 
事故発生から３０日以内 

報告済    未報告   報告しない 

労山基金申請 
申請期限は事故日より１年 

 

  
 
 
 



 


